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１. 課題代表者 

  日比野 愛子（弘前大学 人文社会科学部 准教授） 

２. 課題名 

  細胞農業技術をめぐる社会的価値観・政策・倫理のダイナミズムの検討 

３. 実施期間 

  令和 2（2020）年 9 月 1 日 ～ 令和 3（2021）年 3 月 31 日 

４. 事後評価結果 

プロジェクト企画調査の目標達成状況 

 本企画調査は、培養肉生産を中心とする細胞農業技術を対象として、関連する技術領域のレビュ

ーを行い、ELSI の論点や言説化について適切な調査対象範囲と方法論を検討し、研究開発プロジ

ェクトの実施に向けたフレームの設計・洗練化を目標として実施されたものである。当プログラム

におけるプロジェクト企画調査として、細胞農業を対象とする意義やフレームの再検討、対象とす

る ELSI の深掘り、日本社会の文脈との関係性の検討、研究開発現場や行政・企業などとの連携を

見据えた戦略的設計、などの点の強化を期待した。 

 本企画調査は、当初計画を見直した上で、価値観、政策、倫理にかかる基礎的調査と、それぞれ

の仮説に基づく研究対象の具体化、今後の方針についての検討が着実に推進されている。しかしな

がら、グループ個別の論点抽出と方針検討の範囲にとどまり、それぞれの視点を総合してどのよう

に展開していくのか、細胞農業技術の ELSI 検討の深化や価値導出に向けた仮説構築という観点で

は、予備的調査の段階にとどまっており、本企画調査の目標を達成できていない事項がある。本企

画調査の先に見据える研究開発においては、細胞農業技術の研究開発現場や、企業・行政等との具

体的な協業が重要である。また、当該分野は国際的な技術投資やエコシステムのスケールで進展し

ており、その動向にも対応する戦略的な研究開発設計が必要であるが、それぞれ未だ準備の初期段

階にあると思われる。 

 日本の文脈も意識した ELSI 検討の深化や、研究開発における仮説構築と道筋の具体化が必要で

あり、協業する技術開発現場とのさらなる連携強化を期待する。 
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